
アクシオン
業
界
横
断
の
共
通
基
盤
構
築
へ

本
人
確
認
・
不
正
検
知
を
高
度
化

　
セ
ブ
ン
銀
行
と
電
通
国
際
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
設
立
し
た
Ａ
Ｃ
Ｓ
ｉ
Ｏ
Ｎ

（
ア
ク
シ
オ
ン
）
は
、
金
融
庁
か
ら
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
認
可
を
取

得
し
、
事
業
展
開
を
本
格
化
し
て
い
く
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
コ
ス
ト

負
担
が
大
き
い
業
務
課
題
を
、
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
提
供
を
通
じ

て
解
決
す
る
。
業
界
を
横
断
し
た
情
報
共
有
の
仕
組
み
が
特
長
で
、
金
融

機
関
の
業
務
高
度
化
を
図
る
。

　
主
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

は
、
提
携
す
る
企
業
・
団

体
の
本
人
確
認
を
共
通
化

・
高
度
化
す
る「
本
人
確
認

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と
、

不
正
な
取
引
を
業
界
横
断

で
阻
止
す
る
「
不
正
検
知

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」。ま

た
、
業
務
自
動
化
の
た
め

の
課
題
抽
出
や
組
織
の
立

ち
上
げ
な
ど
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
も
行
う
。

　
本
人
確
認
事
業
は
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ゲ
ー
ム
会
社
な
ど
、
会

員
情
報
を
保
有
す
る
企
業

と
の
提
携
を
見
込
む
。
銀

行
は
当
局
か
ら
住
所
変
更

な
ど
最
新
の
顧
客
情
報
捕

捉
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

異
業
種
と
の
連
携
で
情
報

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ

と
で
、
顧
客
の
手
続
き
負

担
軽
減
と
金
融
機
関
の
業

務
効
率
化
を
支
援
す
る
。

　
不
正
検
知
で
は
、
不
正

な
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
な
ど

を
防
止
す
る
共
通
基
盤
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性

を
高
め
る
。
セ
ブ
ン
銀
が

培
っ
た
リ
ス
ク
算
出
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
金
融

機
関
で
す
ぐ
に
利
用
で
き

る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
提
供

予
定
。
さ
ら
に
、
取
引
の

種
類
や
所
管
部
署
に
よ
っ

て
、
検
出
基
準
を
調
整
で

き
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
機
能

も
実
装
す
る
。

　
不
正
取
引
対
策
の
課
題

と
し
て
、
口
座
開
設
の
審

査
と
開
設
後
の
取
引
監
視

で
リ
ス
ク
情
報
が
引
き
継

が
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
同
社
は
本
人
確
認
と

ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
に
着

目
し
た
検
知
に
同
時
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
全
般
的

な
金
融
犯
罪
の
低
減
に
つ

な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　
安
田
貴
紀
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
金
融
業
界
と

他
業
種
の
協
力
関
係
を
構

築
す
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
な
ど
非
競
争
領
域
の
効

率
化
を
通
じ
て
、
銀
行
業

の
高
度
化
に
寄
与
し
た

い
」
と
語
る
。
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